
【契約期間】 令和3年度～令和4年度（ステージゲート評価予定） 【契約総額】 約4.2億円

【受託者】 アラクサラネットワークス株式会社（代表研究者）、学校法人慶應義塾、株式会社KDDI総合研究所

エマージング技術に対応した
ダイナミックセキュアネットワーク技術の研究開発

研究概要：B5Gネットワークにおける電波資源の有効活用のための通信網全体での高度セキュア化に
向けて、(1)リコンフィギュラブルネットワークセンサ技術、(2)プロービング情報のメタデータ化・低遅延
ジッタパスでの転送技術、(3)デジタルツイン監視・In-Network Security・分析・可視化・制御
（API）技術を開発し、ダイナミックセキュアネットワーク技術の基盤技術を確立する。APIにより、センサ
ノードと高度プロービングを連携して、動的にIn-Networkでセキュリティ監視・制御することで、B5G広域
ネットワークのセキュア化や電波資源有効利用に資することを(4)POCにて実証実験する。
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研究開発項目１：
リコンフィギュラブル
ネットワークセンサ
技術

リコンフィギュラブル
トランスポートレイヤ

ハイパープロービングレイヤ

デジタルツイン監視・制御レイヤ

分析・可視化・制御(API技術)

研究開発項目３：
デジタルツイン監視・In-Network Security・
分析・可視化・制御（API）技術

研究開発項目２：
プロービング情報のメタデータ化・低遅延ジッタパスでの転送技術

研究開発項目４：
POCによる
広域ネットワークのセキュア化
と電波資源有効性の実証
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API: Application 
Programming 
Interface

MBH: Mobile Back Haul
MFH: Mobile Front Haul
NOC: Network 

Operations Center
POC: Proof of Concept
SaaS: Software as a 

Service

（一般課題025）


